
中大生よ、
本を読め！

出版界で働く先輩が薦める

◎2015年10月19日［月］～11月20日［金］
◎中大生協書籍店内

100冊の本
　本企画の主催者「出版白門会」は皆さまの先輩で、出
版関連業に在職する、あるいは在職した人や、著作業に
係るメンバーで構成する学員会です。
　当会で初めて取組んだ、「中大生よ、本を読め！」という
企画のタイトルは少々高圧的かもしれませんが、2014 年
の全国大学生協連の調査で、1 日の読書時間ゼロの学生
が 4 割もいるという現状に接した時に、思わず先輩が発
した言葉だと理解してください。（勿論、中大生諸君は生
協連の調査結果とは違うと信じていますよ）
　今回の企画の主旨は、私たちが属する出版業界が、書
籍で言えば 1996 年以降ずっと右肩下がりであるというこ
ともありますが、それよりもまず、後輩の皆さんに若いうちに
本をたくさん読んでもらい、本の面白さ、新しい世界に出
会う喜びを知ってもらいたいとの希望から出たものです。
　芥川賞を受賞した又吉直樹氏は最近の講演の中で、

「世の中に断定できる事など、そうそうない。一つの事にた
いする評価は多様であり、時に矛盾する。そんな矛盾に誠
実に向き合うのが純文学の魅力」といった趣旨の事を言
っています。　　
　本を読むことによって、０か 1 かのデジタルの世界では
ない、その間にある多様な世界、曖昧な世界に深く思いを
いたす事で、人間力が高まるのではないでしょうか。
　「○○が薦める本」といった企画はよくある企画です。
しかし、皆さんと縁あって同じ大学で青春を送った先輩た
ちが、どんな本に感銘を受け、自分たちに推薦しているか
は、また格別の興味があるのではないかと期待しています。
　これらの本の中から、皆さんの人生を変えるような 1 冊
が見つかれば、主催者として望外の喜びです。

中央大学の後輩の皆さま

中央大学学員会出版白門会事務局
問い合わせ先　pub.hakumon@gmail.com
ホームページ　http://pub-hakumon.jimdo.com/
＊本フェアに関する問い合わせは上記アドレス宛にお願いします。
＊ＨＰは「出版白門会」の語で検索すると上位でヒットします。

スペースの都合で本リーフレットに掲載できなかった選書を含めた選書全点と、
いただいた推薦文全文は出版白門会のHPに掲載しています。

出版白門会

message

戦犯として絞首刑になった元首相の最期。史実を考え
ると広田弘毅はちょっとカッコよすぎ！むしろ潔い生き方
を理想とする城山三郎先生の考えを反映しているかも
しれません。私は城山先生に憧れて大賞を頂きました。

東京都生まれ。1985年、中央大学経済学部を卒業後、青年海
外協力隊として２年間タイに滞在。帰国後、筑波大学大学院で
修士（経営学）を取得。国際開発コンサルタント業務に携わり、
カンボジア、インドネシア、モンゴル、エチオピアなどの開発調査
に参加。2008年『利権聖域―ロロ・ジョングランの歌声』で第１
回城山三郎経済小説大賞受賞。執筆の傍ら、現在も国際開発
コンサルタントとして世界中を飛び回っている。

松村 美香

『落日燃ゆ』
城山 三郎〈新潮文庫〉

シベリア抑留から帰国した大本営の将校が商社マンと
して日本の復興に奔走する。経済小説の最高峰。同じ
女性として、経済小説家として、すごい…の一言です。

『不毛地帯』（全５巻）
山崎 豊子〈新潮文庫〉

読み始めたら止まらない。心の隅々を敏感に刺激する
絶妙な文章の美しさに敬服です。中央大学の先輩。そし
て私は高校まで同じだった！！！

『白夜の国のヴァイオリン弾き』
小野寺 誠〈講談社文庫〉

日本のODAを知ってもらいたくて書いた入門編だから
学生にはお勧め。恋愛冒険ミステリーを読んだら国際協
力について勉強できた、みたいな小説です。読んでね。

  『利権聖域～ロロ・ジョングランの歌声』
　松村 美香〈角川文庫/KADOKAWA〉

プロ好みの経済小説なので学生には無理と思っていた
ら、武蔵高校の生徒がガッツリ読みこなしていました！今
の若者はラインの短文しか読まないかと思いきや…や
るじゃないか。中大生はどうかな。『アフリカッ！』（中央
公論新社）は若者に迎合して簡単ですｗｗｗ。

  『利権鉱脈~小説ODA』
　松村 美香〈KADOKAWA〉

推薦者

【profile】
1940年、北海道和寒市出身。56年士別高校入学よりレスリング
を始め、59年中央大学レスリング部に進む。60年フェザー級全日
本学生選手権優勝、同級全日本選手権優勝。62年全米選手権
フェザー級を全試合フォール勝ちで制し最優秀選手賞を受賞。あ
まりの強さからアニマルの異名を取る。63年中大卒業後、64年東
京オリンピックに出場。金メダル間違いなしの期待を裏切らず、準
決勝までの全試合をフォールで勝ち上がり、決勝でも相手を圧倒
して見事な優勝を遂げた。五輪後は引退し電通に入社。70年全
日本社会人選手権で復活を果たし優勝。公式戦187連勝となる。
87年全日本社会人選手権に17年ぶりのカムバックで2勝を上げ、
ギネスブックの連勝記録を189に伸ばす。2001年世界マスターズ
レスリング選手権63kg級準優勝。03年世界マスターズ選手権同
級優勝。04年紫綬褒章受章。日本レスリング協会全日本マスター
ズレスリング連盟理事として活躍しながら、後進の指導にも力を
注いでいる。

渡辺 長武 わたなべ・おさむ

『宮本武蔵』（全8冊）
吉川 英治
〈吉川英治歴史時代文庫　講談社〉

『新版　白鴎号航海記』
栗原 景太郎〈マリン企画〉

  『挑戦とは勝つためだ』
　渡辺 長武〈池田書店〉

推薦者

【profile】

私のお薦め本私のお薦め本

宮本武蔵はなぜ死ななかったのか。私の持論では、そ
れは殺されなかったからだ。『「負けは死」と思え』は自
叙伝であるが、スポーツ（レスリング）で負けることは、殺
されはしないものの、死と同じ十字架を一生背負って
生きていくのと、どちらがいいかという話だ。
人生は一度きり。二度無い人生で結果を出せなかった
選手は、寝ても覚めても悔やむはずだ。チャンスを逃さ
ないこと、後悔しないこと。その根底にあるのが「負けは
死」と云うアニマルイズムである。

  『「負けは死」と思え』
　渡辺 長武〈株式会社ニチリン〉

私のお薦め本私のお薦め本

まつむら・みか



木内 昇『漂砂のうたう』〈集英社〉
北 杜夫『楡家の人びと』第１部～第３部〈新潮文庫〉
木�田 元『 木 田 元 の 最 終 講 義 ― 反 哲 学としての 哲 学 』

〈KADOKAWA〉
中大文学部の名物教授として多くの人の記憶に残る著者による、ハイデカ－との出会い等、
150 頁足らずの読みやすい「哲学」早分かり書。（白石）

北方 謙三『十字路が見える』〈新潮社〉
我らが中大 OB・北方謙三氏の新刊・自伝的エッセイ。「男の人生は十字路の連続」と語り、い
つも氏の傍にある映画・音楽・酒に触れる。ためになるぞ。中大生よ、大先輩に学べ！（大見山）

北方 謙三『三国志』全 14 巻〈角川春樹事務所〉
北方 謙三『水滸伝』全 19 巻〈集英社〉
北川 恵海『ちょっと今から仕事やめてくる』〈KADOKAWA〉
北山 猛邦『私たちが星座を盗んだ理由』〈講談社〉

５つの短編ミステリーの中でもお勧めが第二編≪妖精の学校≫。最後の一行に驚愕し、
困惑し、納得し、感動する。心地良い読了感と強烈な余韻に浸ること間違いなし！

木尾 士目『げんしけん』（①～⑱刊行中）〈講談社〉
中央大学をモデルにした架空の大学「椎央大学」のオタクサークル「現代視覚研究会」
通称「げんしけん」を舞台にオタクたちのゆる～い日常を描いたコミック。作中で中大の八
王子キャンパスと思わしき場所がたくさん出てきます。（佐野）

木村 俊介『善き書店員』〈ミシマ社〉
書店員の肉声を編集したロングインタビュー集。書店員という職業に誇りを持って働いてい
る魅力的な人達と、読んだ後に、「一緒に働いてみたい」と思った。（浅野）

京極 夏彦『姑獲鳥の夏』〈講談社〉
蔵前 仁一『新ゴーゴー・インド』〈旅行人〉
幸田 露伴『五重塔』〈岩波文庫〉

君は「のっそり十兵衛」になれるか？十兵衛の、源太親方の、そして上人の心を読み解けるか？
「仕事をする」とはどういうことか、たとえ国際化の世の中にあっても、明治から現代にま
で通じる「仕事と向き合う心根」がここにある。（阿部）

こうの 史代『夕凪の街　桜の国』〈双葉社〉
決して声高に訴えないが、平和とはこんな静かな悲しみが内包するものなのか。（堀川）

古関 彰一『日本国憲法の誕生』〈岩波現代文庫〉
小林昌平・山本周嗣・水野敬也『ウケる技術』〈新潮社〉

「ひとを笑わせること」はビジネスや恋愛を成功に導く重要な戦略です。あなたも必ず「ウ
ケるひと」になれる！日常で使える知恵が満載。中大生のみなさま、必見です。（金子）

小山 薫堂『お厚いのがお好き？』〈扶桑社〉
坂本 光司『日本でいちばん大切にしたい会社』〈あさ出版〉
佐川 光晴『牛を屠る』〈双葉文庫〉

「おめえみたいなヤツがくるところじゃねぇっ」という先輩職人の一言から始まった屠殺場で
の仕事。著者が食肉解体の世界で働いた 10 年余りの日々を回想した体験記。仕事で成
長するとはどういうことか、これから社会に巣立つ中大生に贈りたい。（大見山）

サキ／中村 能三〔訳〕『サキ短編集』〈新潮文庫〉
佐  々涼子『紙つなげ！彼らが本の紙を造っている』〈早川書房〉　

2011 年 3 月の東日本大震災で壊滅的な打撃を被った石巻市の日本製紙石巻工場。絶望
的な状況から復興までの事実を描いた傑作ノンフィクション。（大見山）

佐藤 多佳子『一瞬の風になれ』1 部〜 3 部〈講談社〉
本をあまり読まなかった私でもどんどん読み進められた本でした。（本山）

サリンジャー／野崎 孝〔訳〕『ライ麦畑でつかまえて』〈白水社〉
沢木 耕太郎『深夜特急』全 6 巻〈新潮社〉

これを読んで、「書を捨てて、旅に出よう」と思った一冊。（竹林）
旅の素晴らしさ、奥深さ、ドラマが実感できる。読めば、きっと旅に出たくなる筈です。学
生時代の海外見聞は、一生の財産になります。この本を携えて、ぜひとも良い旅を！

サ�ンデル／鬼澤 忍〔訳〕『これからの「正義」の話をしよう―
いまを生き延びるための哲学』〈早川書房〉
１人を殺せば５人が助かる。その 1 人を殺すべきか。というたとえ話で有名ですが、実はア
リストテレスやカント、ベンサムなどの哲学を手っ取り早く知ることができるお得な本なんで
すよ。知ったかぶりたい人はぜひ。（鶴岡）

司馬遷『史記列伝』〈筑摩書房〉
一冊得ればと言われれば、この一冊を選ぶ。文系、理系を問わず、すべての後輩に勧めたい。

「司馬遷の世界」に浸ってほしい。（川野辺）
司馬 遼太郎『坂の上の雲』全８巻〈文春文庫〉
司馬 遼太郎『竜馬がゆく』全８巻〈文藝春秋〉
柴野 京子『書物の環境論』〈弘文堂〉
島�地 勝彦『甘い生活―男はいくつになってもロマンティックで

愚か者』〈講談社〉
清水 茜『はたらく細胞０１』〈講談社〉
下川 裕治『12 万円で世界を歩く』〈朝日新聞出版〉
志茂田 景樹『自信をつくる。』〈ベストセラーズ〉
シャミ／松永 美穂〔訳〕『夜の語り部』〈西村書店〉

少しあやしげなアラブの語り部っぽい感じ。これは面白い。酔ってしまいそう！（弦巻）
シン／青木 薫〔訳〕『暗号解読』上下〈新潮社〉

赤瀬川 原平『路上観察学入門』〈筑摩書房〉
浅田 次郎『蒼穹の昴』全 4 巻〈講談社〉
安部 公房『砂の女』〈新潮社〉
綾辻 行人『十角館の殺人』〈講談社〉

誰が読んでも絶対にオモシロイ！　断言できます！　普段本を読まない、読みなれていな
い人、途中読み飛ばし上等！　飛ばした先が衝撃すぎて戻ること間違いなしです！

有川 浩『県庁おもてなし課』〈KADOKAWA〉
池井戸 潤『空飛ぶタイヤ』上下〈講談社〉
池上 彰『いま、君たちに一番伝えたいこと』〈日本経済新聞出版社〉

最新ニュースをフックに、ジャーナリズム論や流行の裏にあるマーケティング、政治の楽し
み方などを綴った池上彰氏から若者へのメッセージ。読み応えあり!!（藤原）

池波 正太郎『鬼平犯科帳』全 24 巻〈文藝春秋〉
伊坂 幸太郎『フィッシュストーリー』〈新潮社〉
伊藤 計劃『ハーモニー』〈早川書房〉
稲盛 和夫『生き方』〈サンマーク出版〉
上�野 泰也『No.1 エコノミストが書いた世界一わかりやすい

金利の本』〈かんき出版〉
定期預金や国債で資産運用する際に耳にする「金利」。本書はこの金利について、日
常生活の身近な例や経済との関わりをわかりやすく解説しています。企業財務・資金運
用を行う人のための必読の一冊です。

宇�野 常寛〔編著〕　『静かなる革命へのブループリント』〈河
出書房新社〉
戦後日本が抱いていた未来への希望を現代の若者は抱いているのでしょうか？希望が見
えづらいとすれば、メディアがまだその萌芽を掴めていないだけなのです。この本には、
日本を変える新たな希望が詰まっています。（峰山）

宇野 常寛『資本主義こそが究極の革命である』〈KADOKAWA〉
冲方 丁『マルドゥック・スクランブル』〈早川書房〉
冲方 丁『天地明察』上下〈KADOKAWA〉
逢坂 剛『百舌の叫ぶ夜』〈集英社〉

中大卒業後、就職した会社（日販）で、最初に配属された流通倉庫で集英社の担当となっ
た時のベストセラー。毎日、出荷した記憶が蘇る思い出の一冊。（竹林）

大江 健三郎『死者の奢り・飼育』〈新潮社〉
太田 英基『僕らはまだ、世界を 1ミリも知らない』〈幻冬舎〉
小川 糸『喋々喃々』〈ポプラ社〉
荻原 浩『神様からひと言』〈光文社〉

刊行から 10 年余り経ちますが、いま読んでも本当に面白い。食品会社の苦情処理室
に配属された主人公の奮闘ぶりに共感必至。笑えて泣けて感動します。社会に出る前
の必読書（大見山）

荻原 規子『空色勾玉』〈徳間書店〉
小熊 英二『社会を変えるには』〈講談社〉
大佛 次郎 『天皇の世紀』（全 17 巻／未完）〈朝日新聞出版〉

幕末維新の日本と日本人を、あらゆる目線で丹念に描きだした一大叙事文学であり、壮
大な未完の歴史交響曲。（丹田）

小田 実『何でも見てやろう』〈KADOKAWA〉
乙 一『失はれる物語』〈角川文庫 / KADOKAWA〉

五感の全てを奪われ、闇の中にいる自分を通して描く心理描写が戦慄感さえ感じる短編
傑作。自分を見つめ直すには恰好の一冊。（藤原）

乙 一『暗いところで待ち合わせ』〈幻冬舎〉
カーネギー／山口 博〔訳〕『人を動かす　新装版』〈創元社〉

「相手を観察し、その上で相手の立場で発想する」という考え方は、ビジネスの場面だ
けでなく、人生のあらゆる場面で大いに役立ちます。（岡嶋）

カーネギー／山口 博〔訳〕『道は開ける　新装版』〈創元社〉
進路はいずれにせよ、社会人として道を進むものには最低限読んでもらいたい 2 冊です。決し
て損はさせません。関連書は新訳やマンガ版なども刊行されていますが。ぜひこの 2 点を。

開高 健『フィッシュ・オン』〈新潮社〉
加藤 直樹『九月、東京の路上で』〈ころから出版〉

1923 年 9 月の関東大震災時に起こった繰り返してはならない悲劇。デマを信じて突き
進む日本人。あの太平洋戦争に突入する時の国民心理を彷彿とさせる。今だからこそ
読んでほしい若い人必読の書。（大見山）

門�田 隆将『なぜ君は絶望と闘えたのか～本村洋の 3300 日』　
〈新潮社〉

山口県光市の母子殺人事件。週刊新潮の副部長として、数々のスクープをものにした門
田氏が、一人残された夫の９年間に亘る、世間との、犯人との戦いを克明に綴った渾
身の一冊。門田氏は 82 年法卒。（竹林）

川田 稔『昭和陸軍全史』１～３〈講談社〉
川本 三郎『マイ・バック・ページ～ある 60 年代の物語』〈平凡社〉

映画評論家として、私が最も信頼を置く一人。川本氏の朝日新聞記者時代の苦い青春の軌跡。（竹林）
カ�ント／中山 元〔訳〕『純粋理性批判』１～ 7〈光文社古典新

訳文庫〉
読むなら、この訳で。（弦巻）

新海 誠『小説 秒速５センチメートル』〈KADOKAWA〉
新海 誠『小説 言の葉の庭』〈KADOKAWA〉
杉本 利男『小説 ぼくの弟 志郎』〈彩流社〉

あの時分の「安保、自動車産業の栄枯盛衰を」と故中大教授（哲学）木田元先生の推
薦文通り（白石）

杉山 隆男『メディアの興亡』上下〈文春文庫〉
雫井 脩介『火の粉』〈幻冬舎〉
鈴木 修『俺は、中小企業のおやじ』� 〈日本経済新聞出版社〉

スズキ自動車の鈴木修会長（昭 23・法卒）の本。自動車業界の中での中小企業という
立ち位置だからこそできた会社経営がつぶさにわかります。実社会に飛び立つ学生の皆さ
んには先人の思考力を心に刻んで欲しい（北村）

鈴木 敏文『挑戦　我がロマン』〈日本経済新聞出版社〉
世阿弥 / 竹本幹夫（現代語訳）『風姿花伝・三道』〈KADOKAWA〉
瀬戸内 寂聴『死に支度』〈講談社〉

作家として、宗教家として、人間として、激しく真摯に生き抜く寂聴さん。その明るく限りなく
自由で温かい「生と死の智慧」は、10 代から 20 代の青春を生きる学生諸子の胸を打つ
にちがいない。（川野辺）

高田 郁『八朔の雪　みをつくし料理帖』〈角川春樹事務所〉
私が好きな本は、独創性、優れた人物描写、飽きさせないストーリー展開、心を揺さぶる
感動、そして何よりエンタテインメント性。「みをつくし料理帖」はその全てを満たしてくれます。
そして何より、高田郁さんは我々白門の仲間です。（小宮）

高野 和明『ジェノサイド』上下〈KADOKAWA〉
高橋 治『絢爛たる影絵―小津安二郎』〈岩波現代文庫〉
ダ�レル／高松 雄一〔訳〕『アレクサンドリア四重奏』１～４〈河

出書房新社〉
月村 了衛『機龍警察』〈早川書房〉
津田 大介『情報の呼吸法』〈朝日出版社〉
手嶋龍一・佐藤優『インテリジェンスの最強テキスト』〈東京堂出版〉

情報を戦略的に収集し分析するインテリジェンス。日本を代表する二人のインテリジェンス・
マスターが３年かけて共同執筆した初の本格的入門テキスト。（堀川）

童門 冬二『小説　上杉鷹山』上下〈学陽書房〉
ナ�オト・インティライミ『世界よ踊れ　歌って蹴って！28 カ国珍

遊日記』〈幻冬舎〉
成�毛 眞『教養は「事典」で磨け ‒ネットではできない「知の

技法」‒』 〈光文社〉
自分の文脈で自分の本棚を整えていくのは、読書によって自分固有の知識の体系を築いて
いく行為だ。その本棚に、ユニークな事典が沢山あっても良いではないか。著者は商学部
卒、元マイクロソフト日本法人社長。（堀川）

西 研『ヘーゲル・大人のなりかた』〈ＮＨＫ出版〉
哲学に興味があれば、まず西研さんの本を読んでみて。（弦巻）

野�口 嘉則『鏡の法則―人生のどんな問題も解決する魔法の
ルール』〈総合法令出版〉

野口 冨士男『私のなかの東京―わが文学散策』〈岩波現代文庫〉
能登路 雅子『ディズニーランドという聖地』〈岩波書店〉
デウォン／ 蓮池 薫〔訳〕『ハル 哲学する犬』〈ポプラ社〉

ギクシャクしている日韓関係だが、この本を読むと、個人と向き合うことの大切さを感じる。
優しい詩で綴られた哲学書であり、普遍の人生論。（丹田）

帚木 逢生『三たびの海峡』〈新潮社〉
濱 嘉之『ヒトイチ　警視庁人事一課監察係』〈講談社〉

コメンテーターとしても活躍中の濱氏（82 年・法卒）。警察機構の中枢深く入り込んだ経
験から生み出されるストーリーを味わってほしい。（竹林）

原田 マハ『キネマの神様』〈文藝春秋〉
この本を読んだ後、必ずしたくなること。１．映画館にいきたくなる。２．家族に会いたくな
る。３．誰かに、この本を薦めたくなる。

原� 武史『レッドアローとスターハウス―もうひとつの戦後思想史』
〈新潮文庫〉

ハンター／染田屋 茂〔訳〕『極大射程』上下〈扶桑社〉
ぐいぐい引き込まれる冒険小説の傑作。先が読みたくなること間違いなしです。（岩瀬）

半藤 一利『十二月八日と八月十五日』〈文藝春秋〉
戦後 70 年。学生諸君の祖父母の世代も戦後生まれが多くなっているのではないか。戦争
体験を直に耳にすることはできなくても、太平洋戦争がどんな戦争だったのか、なぜ戦争に
なったのか、そして戦争がどれほど悲惨なものか、を知ってほしいという願いから。（朝妻）

東野 圭吾『おれは非情勤』〈集英社〉
東野 圭吾『秘密』〈文藝春秋〉
ビネ／高橋 啓〔訳〕『ＨＨｈＨ　プラハ、1942 年』〈東京創元社〉
百田 尚樹『海賊とよばれた男』上下〈講談社〉
百田 尚樹『永遠の０』〈講談社〉
平塚 柾緒『日本空襲の全貌』〈洋泉社〉

フ�ァーブル／奥本 大三郎〔訳〕『完訳ファーブル昆虫記』〈集英社〉
フォレスター／菊池 光〔訳〕『燃える戦列艦』〈早川書房〉

19 世紀帆船時代の英国海軍を舞台に青年士官の成長を描くシリーズの 1 冊。時代は
違うが、皆さんと同年代の主人公が任務、船、部下の命に対し責任を背負い苦闘する
様は、社会に出る皆さんに勇気を与えてくれるはず。

フ�ォレット／矢野 浩三郎〔訳〕『大聖堂』上中下〈SB クリエイティブ〉
福岡 伸一『変わらないために変わり続ける』〈文藝春秋〉
藤谷 治『船に乗れ！①②③』〈ポプラ社〉

圧倒的な余韻を味わえる青春小説。読了後に思わずため息。感動と青春のやるせなさ
を噛みしめてのため息。今でも年に１回ぐらい読んでます。2010年本屋大賞第７位。（岡田）

フランクル／池田 香代子〔訳〕『夜と霧』〈みすず書房〉
辺見 庸『もの食う人びと』〈KADOKAWA〉
穂村 弘『本当はちがうんだ日記』〈集英社〉
舞城 王太郎『九十九十九』〈講談社〉

探偵神九十九十九 ( つくもじゅうく) が、聖書の見立て連続殺人事件に挑む！異色の三
島賞作家・舞城王太郎の圧倒的文圧を余すところなく体験できる衝撃の 1 冊。ミステリ
でも文芸でもない。これは、21 世紀の「神話」だ。（森）

マ�クリーン／村上 博基〔訳〕『女王陛下のユリシーズ号』〈早川書房〉
増山 実『空の走者たち』〈角川春樹事務所〉

オリンピックのマラソン競技がその中心にあり、円谷幸吉選手、東日本大震災、ウルトラ
マン、芭蕉などいろんな人・事象が、時空を超えて絡み合い物語としてつながっていく。
著者の構想力にただただ脱帽して一気読み必至のエンターテイメント作品。最近、新国
立競技場問題とかエンブレム問題とか、何かとケチのつき始めた 2020 年東京オリンピッ
クに対する気持ちを、改めて期待に変えてくれる。（森岡）　　　　　　　　　　　　　　　

松岡 正剛『17 歳のための世界と日本の見方』〈春秋社〉
大学時代にこの視点や考え方を知りたかった！ 世の中の見え方が変わります。大学での学び方も
変わるはず。今まで教わったことと知らなかったことがつながり、世界が拡がる感覚をぜひ。（成田）

松村 美香『アフリカッ！』〈中央公論新社〉
三浦 しをん『木暮荘物語』〈祥伝社〉

ぼろアパート木暮荘の住人とその周辺の人々の、ありえないような、ありえるような妙な出
来事。中大の周りにもあるかも…自分のアパートにも似たような人がいるかも…なんて考
えるとゾクゾクしてワクワクして…。（山本）

水野 敬也『人生はワンチャンス！』〈文響社〉
水野 敬也『ＬＯＶＥ理論』〈文響社〉
みなもと 太郎『風雲児たち 幕末編』(1 ～ 26/ 刊行中 )〈リイド社〉

「史上最高の日本史漫画」と言っても過言ではない傑作コミック。丹念な調査に基づく詳
細な描写で、思わず歴史の舞台に引きずり込まれる。（藤原）

宮田 珠己『旅の理不尽　アジア悶絶編』〈筑摩書房〉
宮部 みゆき『ステップファーザー・ステップ』〈講談社〉
村上 春樹『ノルウェイの森』上下〈講談社〉
村上 春樹『風の歌を聴け』〈講談社〉
モーム／滝口 直太郎〔訳〕『コスモポリタンⅠ』〈新潮文庫〉

真面目一筋で生きてきた君には、本書の「蟻とキリギリス」を読んで欲しい。人生、そ
んなにシンプルではないと気づかされるに違いない。（丹田）

森 博嗣『女王の百年密室』〈新潮社〉
安彦 良和『虹色のトロツキー』全８冊〈中央公論新社〉

満州とは、五族協和とは。正確な考証に驚かされるスペクタクルな歴史劇画。（堀川）
矢�野 久美子『ハンナ・アーレント「戦争の世紀」を生きた

政治哲学者』〈中央公論新社〉
山埼 豊子『沈まぬ太陽』全 5 巻〈新潮社〉

社会に出ると理不尽なことが多少の差はあれ起きますが、これを読んでおけば自分にふ
りかかった事象など大したことないと思えます。

山中 玲子『世阿弥のことば１００選』〈檜書店〉
能楽師に限らず馬場あきこ、林望、坂東玉三郎等が、「世阿弥の好きなことば」に思い
を連ねる。直ぐに身に為る読みやすいエッセイ集。（白石）

夢枕 獏『神々の山嶺』上下〈集英社〉
孤高の登山家の生き様を描いた作品読むだけで、酸素濃度の低い息苦しい世界に身を
おいているような錯覚を感じることができます。（小林）

横山 秀夫『クライマーズ・ハイ』〈文春文庫〉
報道とは何か、使命感とはどうあるべきなのか、人の命の重さとは何なのか…。報道を
巡る戦いを軸にしながら、仕事観と人間観を考えてほしい。（藤原）

吉川 英治『三國志』全８巻〈講談社〉
「人間世界のことはすべてこの中に書かれている。」キャッチコピーに書かれている通りで
した。登場人物のひとりひとりがなんと魅力的なことか。人生をいかに生きるべきかの指
針がきっと見つかります。（高木）

吉本 ばなな『キッチン』〈新潮社〉
米澤 穂信『氷菓（古典部シリーズ）』〈KADOKAWA〉

ミステリーものとしてとても入りやすい作品。日本を代表するミステリ作家の米澤穂信さんデ
ビュー作。青春要素も強く、軽い気持ちで読書を始めたい人にお勧めの作品です。（吉田）

鷲田 清一『じぶん・この不思議な存在』〈講談社〉

100冊の本
中大生よ、
本を読め！

出版界で働く先輩が薦める 推
薦
者

○朝妻伸雄（’65・文）○浅野俊太（’15・商）○阿部信行（’79・商）○大見山琢生（’84・経）○岡嶋英介（’97・法）
○岡田淳（’08・文）○金子由希（’13・文）○川野辺明（’74・院）○北村信治（’95・法）○小林英嗣（’00・経済）
○小宮秀之（’77・経）○三枝真（’96・法）○佐野友祐（’14・商）○白石紀一（’64・商）○髙木浩行（’83・商）
○竹林聡（’82・法）○丹田公和（’71・文）○鶴岡聖子（’09・法）○弦巻ゆかり（’89・文）○成田智（’00・法）
○藤原隆通 （’88・法）○堀川隆（’82・院）○松下浩（’82・文）○峰山裕（’09・文）○本山雄一（’15・経）
○森岡憲司（’86・法）○森慶太（’08・文）○山本芳子（’09・文）○吉田全太（’15・経）。他：11 名。

※ 50 音順（ ）内は卒年・学部

※中大出身者の著作には マークを付けました。なお、本リストには現在書店で入手困難な本も含まれています。


